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本論文は，陰極線管の電子ビーム系の電子光学的な面についての研究の結果をまとめたものであ

まず第 1 章では，この分野における現在までの研究の歴史を概観するとともに，本論文の意義と位

置づけとを明らかにしている。

第 2 章では，電圧電流特性の実測値と従来の理論値との聞のずれを，電流遮断格子電圧に対する電

子熱初速度効果によるものとして解析し，その結果前記の実験とのずれを理論的に説明できることを

示している。

第 3 章では，陰極線管陰極レンズ部に生ずるビーム交文点の径とビーム発散角が陰極線管を設計す

るときの基本量であることを述べたのち，近軸軌道方程式，陰極におけるマクスウエノレ速度分布を仮

定して陰極レンズ内の電流分布を解析し，さらに普遍関数によって電流密度分布を表わしている。乙

の結果から交叉点径とビーム発散角を評価する方法を述べ，これらの電子光学的定数と電位や陰極温

度との関係を検討している。さらに実際例について，空間電荷の効果を入れずに計算を実行し，設計

に役立つデータを図示している。しかしデータ細部については実験値の示す傾向と若干ずれているこ

とが指摘されている。

第 4 章においては，第 3 章で指摘される計算値のずれを空間電荷効果によって説明するための解析

について記述している。まず，陰極前面に空間電荷のために生ずる電位の谷が第 3 章で考えた陰極と

同じ性質を持つものと仮定し，初速度効果を考慮した電流評価法を適用している。つぎに電流密度分

布と，それによるクーロン電位との関係を論じ，これらの関係を用いて遂次近似法によって最終解に

収束させるための計算技術法を述べ，さらにこの方法を第 3 章の実例について適用して実用になるこ

とを確めている。
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第 5 章では，交文点を盤光面上に集束するための静電レンズ系の実用的な資料を作成する際に最も

効率の高い方法を確立し，これによってよく使用されるレンズについての設計資料を作成し図示して

いる。

第 6 章では，以上の解析の結果を設計理論として体系化し，実際の高解像度陰極線管の設計に応用

した例を述べている。

第 7 章では，結論であって，まとめと今後に残されている問題を指摘している。

論文の審査結果の要旨

本論文では，従来まで理論的解析が困難であった陰極線管電子ビーム系の陰極レンズ部における熱

初速度分布効果を検討するための新しい解析方法を与えた。さらに従来よく使われているにも拘わら

ず設計資料が不足していた集束レンズ系について設計資料を効率よく作成する方法と，それによる詳

細な資料をまとめた。

これらによって高解像度陰極線管の設計理論に理論的一貫性を与えるとともに，これを用いて実際

に高解像度陰極線管を試作し成果を収めた。

このように本論文は，高解像度陰極線管の設計理論に貢献するところ大であり，博士論文として価

値あるものと認める。
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